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(1) Jürgen Moltmann, Erfahrungen theologischen Denkens. Wege und Formen christlicher Theologie, 






(3) Gerhard Ebeling, Anhang: Wort Gottes und Sprache, in: Das Wesen des christlichen G aubens, 
J.C.B.Mohr  1959, S.243-256 
(4) ティリッヒの宗教的象徴論に関する研究は現在かなりの数にのぼる。主要な文献については次の拙論の
文献表あるいは注を参照。 
  芦名定道「パウル・ティリッヒと象徴の問題」、『基督教学研究』京都大学基督教学会 第7号 1984年、
78-92頁  
          「隠喩と神学的実在論」、『基督教学研究』京都大学基督教学会 第13号  1992年、75-102頁 
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 その後のまとまった研究としては次のものが存在する。     
 Donald F. Dreisbach, Symbols & Salvation. Paul Tillich's Doctrine of Religious Symbols and h  
Interpretation o  the Symbols of the Christian Tradition, University Press of 





  また、最近の日本におけるティリッヒ研究からは、次の研究文献が挙げられる。 
 朴憲郁「今日の「象徴」教授法－ティリッヒの「宗教的象徴」を手がかりに」、 
 組織神学研究所編『パウル・ティリッヒ研究』聖学院大学出版会 1999年、141-165頁 
  深井智朗「ティリッヒにおける象徴的神認識－「神は存在それ自体である」という言述は非象徴的な言 
述か」、組織神学研究所編『パウル・ティリッヒ研究』聖学院大学出版会 1999年、231-259頁 
 高橋良一「象徴の真理性の問題」、『ティリッヒ研究』第５号 2002年 69-85頁 
(5) 本論文では、例えばブルトマン学派、モルトマン、パネンベルクらにおける言語論や解釈学には触れる
ことができなかった。しかし、英語圏の分析哲学を背景とした議論については、注(4)の芦名[1992]を参照。 
(6) Ian E. Thompson, Being and Meaning. Paul Tillich's Theory of Meaning, Truth and Log c, 
Edinburgh University Press  1981, p.100  
(7)ティリッヒの 1928年の象徴論とその後の展開については、注(4)の芦名[1984]を参照。 











    Leonard F. Wheat, Paul Tillich's Diale tical Humanism. Unmasking the God above God, The Johns 













    Klaus-Dieter Nörenberg, Analogia Imaginis. Der Symbolbeg if  in der Theologie Paul Tillichs, 















     『宗教－その原初とあらわれ』ミネルヴァ書房 1999年、75-92頁 
(18)この自己の転換と拡張を信仰の解釈学的プロセスという観点から論じたものとして、次の拙論を参照。 













    Pan-Chiu Lai, Towards a Trinitarian Theology of Religions: a Study o  Paul Tillich's Thought, Kok f
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Sallie McFague, Metaphorical Theology. Models of God in Religious Language, Fortress  1982 
                  Mod ls of God. Theology for an Ecological, Nuclear Age, Fortress  1987 e
                  The Body of God. An Ecological Theology, Fortress  1993 




























 芦名定道「環境と共生－キリスト教思想の視点から－」、『比較思想研究』第 29号(2002)、2003年 













  James H. Cone, God o  the Oppres d, The Seabury Press  1975 f se











[付記] 本稿は、平成 14・15 年度の文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(C)(2)）による研究成果の一部
である。 
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